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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月7日(2017.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子的アッセンブリであって、
　銅ピラー取り付け基板を含み、
　前記銅ピラー取り付け基板が、
　誘電体層と、
　前記誘電体層に重なるソルダレジスト層であって、中に複数の開口を有し、且つ、ソル
ダレジスト層厚みを有する、前記ソルダレジスト層と、
　前記誘電体層上に形成される複数の平行のトレースと、
　を含み、
　各トレースが第１端部と第２端部と中間部とを有し、前記第１及び第２端部が前記ソル
ダレジスト層により覆われ、前記中間部が前記ソルダレジスト層の前記開口内に配置され
、前記中間部の各々が、その上に少なくとも１つの導電性被覆層を有し、且つ、前記誘電
体層から、少なくとも前記ソルダレジスト層厚み程度に大きい前記少なくとも１つの導電
性被覆層の最頂のものまで測定された高さを有する、アッセンブリ。
【請求項２】
　請求項１に記載のアッセンブリであって、
　前記少なくとも１つの導電性被覆層が、第１の導電性被覆層と第２の導電性被覆層とを
含む、アッセンブリ。
【請求項３】
　請求項２に記載のアッセンブリであって、
　前記第１の導電性被覆層が銅を含む、アッセンブリ。
【請求項４】
　請求項２に記載のアッセンブリであって、
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　前記第２の導電性被覆層が錫を含む、アッセンブリ。
【請求項５】
　請求項１に記載のアッセンブリであって、
　前記トレースが銅を含む、アッセンブリ。
【請求項６】
　請求項１に記載のアッセンブリであって、
　前記ソルダレジスト層における前記開口が互い違いにされる、アッセンブリ。
【請求項７】
　請求項１に記載のアッセンブリであって、
　複数の銅ピラーを有するダイを更に含み、
　記銅ピラーの各々が、前記複数のトレースの関連する１つのトレースの前記中間部に接
続されるティップ部を有し、前記銅ピラーの各々が、前記平行のトレースに垂直に測定さ
れた前記ソルダレジスト開口の関連する１つのソルダレジスト開口の寸法より大きい、前
記平行のトレースに垂直に測定された断面寸法を有し、
　前記複数の平行のトレースの隣接するトレースがトレース間隔距離により隔てられ、前
記ソルダレジスト層開口が互い違いにされる、アッセンブリ。
【請求項８】
　請求項７に記載のアッセンブリであって、
　前記銅ピラーの各々の前記ティップ部が、前記複数のトレースの関連する１つのトレー
スの前記中間部上の前記少なくとも１つの被覆層にボンディングされる、アッセンブリ。
【請求項９】
　請求項８に記載のアッセンブリであって、
　前記複数のトレースの各々の前記中間部上の前記少なくとも１つの導電性被覆層が、第
１の被覆層と、前記第１の被覆層の上の第２の被覆層とを含み、前記銅ピラーの前記はん
だティップ部が前記第２の被覆層にボンディングされる、アッセンブリ。
【請求項１０】
　請求項９に記載のアッセンブリであって、
　前記第１の被覆層が前記第２の被覆層より厚い、アッセンブリ。
【請求項１１】
　請求項７に記載のアッセンブリであって、
　前記はんだティップ部の各々が円形の断面を有する、アッセンブリ。
【請求項１２】
　請求項１に記載のアッセンブリであって、
　前記複数の平行のトレースが、前記トレースに垂直であり且つ前記トレースの第１端部
のうちの最外の第１端部に交差する第１の線と、前記トレースに垂直であり且つ前記トレ
ースの第２端部のうちの最外の第２端部に交差する第２の線とにより画定されるエリア内
に配置され、前記複数のトレースが各々、前記第１の線と前記第２の線との間の距離より
短い長さを有する、アッセンブリ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のアッセンブリであって、
　前記複数のトレースが各々、前記第１の線と前記第２の線との間の前記距離の２分の１
より短い長さを有する、アッセンブリ。
【請求項１４】
　請求項１２に記載のアッセンブリであって、
　前記ソルダレジスト層が、少なくとも、前記第１の線まで、及び前記複数の平行のトレ
ースの少なくとも最初のトレースから前記複数の平行のトレースの少なくとも最後のトレ
ースまで延在する領域において前記第２の線まで延在する、アッセンブリ。
【請求項１５】
　電子的アッセンブリであって、
　銅ピラー取り付け基板を含み、
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　前記銅ピラー取り付け基板が、
　誘電体層と、
　前記誘電体層に重なるソルダレジスト層であって、中に複数の開口を有し、且つ、ソル
ダレジスト層厚みを有する、前記ソルダレジスト層と、
　前記誘電体層上に形成される複数の平行のトレースと、
　を含み、
　各トレースが第１端部と第２端部と中間部とを有し、前記第１及び第２端部が前記ソル
ダレジスト層により覆われ、前記中間部が、前記ソルダレジスト層における前記開口内に
配置され、前記複数の平行のトレースが、前記トレースに垂直であり且つ前記トレースの
第１端部のうちの最外の第１端部に交差する第１の線と、前記トレースに垂直であり且つ
前記トレースの第２端部のうちの最外の第２端部に交差する第２の線とにより画定される
エリア内に配置され、前記複数のトレースが各々、前記第１の線と前記第２の線との間の
距離より短い長さを有する、アッセンブリ。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のアッセンブリであって、
　前記複数のトレースが各々、前記第１の線と前記第２の線との間の前記距離の２分の１
より短い長さを有する、アッセンブリ。
【請求項１７】
　請求項１５に記載のアッセンブリであって、
　前記ソルダレジスト層が、少なくとも前記第１の線まで、及び前記複数の平行のトレー
スの少なくとも最初のトレースから前記複数の平行のトレースの少なくとも最後のトレー
スまで延在する領域において前記第２の線まで延在する、アッセンブリ。
【請求項１８】
　銅ピラー取り付け基板を形成する方法であって、
　誘電体層を備えた基板を提供することと、
　前記誘電体層上に複数の平行のトレースを形成することと、
　前記複数の平行のトレースの上にソルダレジスト層を付けることと、
　各トレースの中間部分を露出させる前記ソルダレジスト層における開口を形成すること
と、
　前記トレースの各々の前記露出された中間部を、前記ソルダレジスト層の前記高さより
高い高さまで延在する導電性材料で被覆することと、
　を含む、方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法であって、
　前記誘電体層上に前記複数の平行のトレースを形成することが、隣接するトレースの長
さが重ならないように、平行のトレースの開始点及び終点を互い違いにすることを含む、
方法。
【請求項２０】
　請求項１８に記載の方法であって、
　各トレースの中間部分を露出させる前記ソルダレジスト層において前記開口を形成する
ことが、互い違いの開口を形成することを含む、方法。
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